
平成２５年度 №

分類 提案地区 担当課 関連部局

地域振興課

Ⅰ 【判定欄】

判　定

□法規制 ―

□財政 ○

□実施主体 △ 〇

□住民合意 ○

□その他 △

　 ―

―

Ⅱ 【判定欄】

　 項目番号 判　定

〇 ２　効果が高い

３　効果が認められる

４　ほとんど効果が認められない

５　効果がない

Ⅲ 総合評価
事業区分

　１　地区重点事業 総合Ａ・・・
有効性・実現性ともに優れて
いる事業（いずれも１又は２）

　２　緊急主要事業 総合Ｂ・・・
有効性・実現性のいずれかが
優れている事業　（いずれか
が１又は２）

　３　他事業関連事業 総合Ｃ・・・
実現性・有効性ともに低い事
業（上記以外）

振興基本計画　地区提案事業検討シート

№ 提案事業 事業内容

200 コミュニティ・施設整備・その他 師崎 地域における若者の活躍の場や組織づくり
・空き家等を活用して若者が交流できる拠点をつくり、地域活動に取
り組む新たな若手グループをつくる。
・若者の自主的活動の機会の確保、組織、人脈、ネットワークの形成

実
現
可
能
性

地域振興等支援事業補助金の活用
まちづくり協議会事業費補助金の活用

若者層が地域に関心を持ち、地域活動への参加意欲を高めるよう、地域行事への参加
の呼びかけなど継続的なフォローが必要である。

区、地域まちづくり協議会、各種団体が実施する行事やイベント情
報を提供し、広く参加を呼びかける。

３　条件次第で実現可能

実現性の検討 ○：解決可能　×：解決不可能　△：判断できない　を記入してください。

課　　　　　題 理由又は対応策 実現性判定

補助率1/2以内、イベントなどソフト事業は1事業当たり限度額20
万円
補助率2/3以内、1協議会当たり100万円

１　実現可能

まちづくり協議会や地域の課題解決のために自主的に取り組む若者層を中心としたグ
ループ。

若者層が地域に関心を持ち、地域行事に意欲的に参加するために
は、まず趣味などを主体にした仲間づくりや交流の拠点となる場所
づくりが必要である。

２　実現の可能性が高い

関連する施策又は生活課題 対　　　　策 有効性判定

若者層が交流できる拠点として、地域住民から空き家等の提供。
地域住民から空き家等を無償で借り受け、若者層の仲間づくりや地
域活動の企画運営の拠点とする。光熱水費等の経費負担は検討が必
要である。

４　実現に相当の困難を伴う

５　実現不可能

有効性の検討 ○：有効性が高い　×：効果がない、又はきわめて低い　△：判断できない　を記入してください。

１　きわめて効果が高い

□生活効果 生活15　
若者層が主体となって継続的に地域の祭りや伝統行事、イベントに関わ
ることのできる環境を地域ぐるみで整えることで、地域の生活文化が継
承され地域が活性化する。

○ 地域まちづくり協議会が主体となって地域の各分野の課題解決に向けた
勉強会や若手地域リーダーの育成に努める。

□事業効果 総計611-④　
若者層が趣味やスポーツなどを通した仲間づくりを自主的に行える環境
を整え、活動の拠点を提供するなど地域で支援することにより連帯感が
生まれ、地域行事等の参加のきっかけとなる。

○ 既に活動している団体や活動内容を把握し、情報提供することにより参
加者の拡大や団体間の連携を図る。

総
合

評価・判断に係るコメント  （緊急性、関連性について、特に考慮すべき点など） 総合評価

師崎地区に関わらず、どの地域においても地域活動を維持していく上で、住民交流の場、参加者の広がりを確保していくことが課題となっている。また、地域の
生活文化を次世代に継承していくためにも、若者層の積極的な地域参加が不可欠である。一人では行動できないが、共通の趣味やスポーツ、レクリエーション等
を通じた仲間づくりの拠点を提供することで交流の場や情報交換ができ、新たな企画や提案が生まれる。また、空き家を子育て・高齢者サロン、ギャラリー、カ
フェなどに活用。 Ａ

有
効
性


